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本論文の後半（第3章）では、Porter and Kramer [2011]により提唱されたCSV (Crea
























































  更に、試問の結果の要旨（例えば「平成 年 月 日論文内容とそれに関連した 
  口頭試問を行った結果合格と認めた。」）を付け加えること。 
